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藤樹の里文化芸術会館　展示室 1, 2
9:00 - 17:00 ※11/5,11 休館

主催｜高島市教育委員会　　協力｜CAF.N びわこ展実行委員会

10月 29日   　ー 11月17日

ーなりゆきー
　この度、藤樹の里文化芸術会館では、滋賀県にゆかりのある作家の
グループ展を開催します。
　第 6回となる今回は市制20周年を迎え、「なりゆき」をテーマに３名
の作家を紹介します。
　県内外で活躍する３名の作品は、それぞれの作家の作為的な狙いと
自然現象が織り成す偶然の変化を主題のひとつとしています。紙や木材、
鉄、ビニールへ熱を加えた際に現れるもの。ガラスが重力に沿って溶け、
再び凝固した形。裏面に刷られたインクが丸太の道管を移動し、表面
に像が浮かび上がる様子。物事が時間とともに変化していく過程や、
そこから立ち現れる姿形を表した作品の数々を、ぜひご覧ください。

【関連イベント】

参加される方は、藤樹の里文化芸術会館
へお申し込みください。（先着順）

「アーティストって
　　　　　   なんだろう？」
11月９日（土）
時　間  : 13:30 -15:00
講　師：滋賀大学 教育学部
対　象  : 小学生以上
参加料  :  200 円
定　員  :  20 名

「木の中で色と遊ぼう」
11月１０日（日）
時　間  :  13:30 -15:00
講　師  :  藤永 覚耶
対　象  :  小学生以上
参加料  :  600 円
定　員  :  10名

［日］［火］

藤永  覚耶
1983 年　滋賀県生まれ、大津市在住
丸太の断面にシルクスクリーンで図像を刷り、木の中へインクを吸わせ移動させるなど、独
自の手法を用い、具象的な図像を抽象的なイメージへと溶解させる表現を試みる。

展示風景 / 2018 Gallery PARC「Transit [set]」/ 2023

2024 年

入場無料

大東  真也
1995 年　滋賀県生まれ、大阪府在住
自作の窯でガラス瓶を溶かし、熱と重力によって変形した形を提示する。大量のガラス製品
を溶け合わせた作品や瓶の首が伸びた形の作品など、新たなガラスの形をみせる。

「海のかたち」/ 2017「魂の行方」/ 2022

田中  真吾
1983 年　大阪府生まれ、大津市在住
火を用いた手法を中心に絵画・写真・立体・インスタレーションなど、作品形態や素材
に捉われない制作を行いながら、「事象の両義性」を表現できる方法を模索する。

「trans (cube#12)」/ 2020 「meltrans-warp#03」/ 2017
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